
※記載例※ 
 

※ゴール・目標は１つでも２つ以上でも可能です。 
※これまで取り組んでいるゴールや目標には〇を記入、これから取り組みたいゴール・目標には
●を記入します。１つの欄に〇と●を両方記入しても構いません。 

第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025年 4月 7日 

事業者情報 

事業者名 株式会社〇〇〇〇 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 大田 太郎 

ホームページ URL（任意） https://www.ota.xxxxx.xx/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

私たちの会社は、2030年には持続可能な開発目標（SDGs）の実現に向けた先進企業とされ

ることを目指しています。 

 

 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇 〇●  

      

 ● ●   〇● 

     

 

      

※赤枠内は入力必須項目です。 

※青枠内は任意項目です。事業者ロゴがある場合は、
ロゴの画像を貼り付けてください。 

※事業所・団体としての 2030年のあるべき姿（未来像）を具体的に記載してください。 

※記載日を記入してください。 



※記載例※ 
 

目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】 

  5,16 

【サブ】 

3,8,10 

＜働きやすい環境づくり＞ 

・人権問題やハラスメント防止に関する研修を実施す

る。 

・育児支援制度を確立し、女性の働き方改革や育児と

仕事の両立を支える。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ☐ 【メイン】 

12 

【サブ】 

11,13,14 

＜リサイクルの促進＞ 

・産業廃棄物のリサイクル率を 70％→90％に高める。 

・環境にやさしい材料の使用を増やし、プラスチック

ごみを減らす。 

・リサイクルしやすい製品を設計する。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

③  

経済 ☐ 【メイン】 

  9 

【サブ】 

3,8,17 

＜社会課題の解決＞ 

・介護問題を解決するための新しい技術や製品の開発

を推進する。 

・実証実験を行い、新しい技術の実用化を目指す。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

 

 

 

 

 

  

②  

 

 

 

 

 

  

③  

 

 

 

 

 

  

 

※進捗報告は、申請時の記載は不要です。 
認定後、年度ごとに取組の進捗状況を
記載して提出していただきます。 

 

※今後、特に力を入れたい取組について具
体的な内容を３つ記載してください。 
できる限り新しい取組や取組の発展が期
待できる内容としてください。 

※重点的な取組が該当
する分野にチェック
を入れます。 
複数選択可能です。 

※重点的な取組の内容に関連する
SDGs のゴール・目標の番号を、
メインとサブに分けて記入しま
す。複数記入可能です。 


